
【再評価】

事業の
必要性

事業の
見込み

事業の
効果

年度 事業期間
事業費

（億円）
進捗率
（％）

Ｂ/Ｃ

H30 H26～H36 16.5 15 -

H25 H26～H36 16.5 - 1.07

H30 H17～H33 12.0 60 -

H25 H17～H30 12.0 55 -

H17 H17～H22 12.0 - -

H30 H18～H32 17.9 74 -

H25 H18～H28 15.5 59 -

H17 H18～H24 15.5 - -

H30 H17～H35 7.0 64 -

H25 H17～H30 7.0 62 -

H17 H17～H21 10.3 - -

【事後評価】

A 継続
林道開設
延長L=11.0km
幅員W=4.0m

H26 長期継続 --- B B1 森林保全課
林道事業

（過疎山村地域代行
林道事業）

田
た

平沢
ひらざわ

平瀬
ひらせ

線
せん

豊田市
林道の開設による森林整
備の推進

長期継続
用地買収
の難航

B B A 継続

継続

3 道路維持課
交通安全対策事業

（歩道及び自転車歩
行者道設置事業）

主要
しゅよう

地方
ちほう

道
どう

安城
あんじょう

碧南線
へきなんせん

安城市
和泉町

①歩行者等の安全性確保
②危険通学路の解消

自転車歩行者道設置
延長L=1.41km
幅員W=20.0m

H17

H17 長期継続
用地買収
の難航

B B A

B 継続

2 道路維持課
交通安全対策事業

（歩道及び自転車歩
行者道設置事業）

主要
しゅよう

地方
ちほう

道
どう

名古屋
なごや

豊田線
とよたせん

日進市
三本木町

①歩行者等の安全性確保
②危険通学路の解消

自転車歩行者道設置
延長L=0.945km
幅員W=16.0m

交差点改良
自転車歩行者道設置
延長L=0.34km
幅員W=18.0m

H17 長期継続
用地買収
の難航

B B4 道路維持課
交通安全対策事業

（交差点改良事業）
一般
いっぱん

県道
けんどう

大府
おおぶ

常滑
とこなめ

線
せん

常滑市
栄町

①歩行者等の安全性確保
②バリアフリー化の促進
③交通死傷事故の削減

事業目標
採択
年度

再評価
該当基準

事業期間
延伸理由

対応
方針案

参考事項：H30年度と前回再評価時との比較
（上段：今回、中断：前回再評価時、下段：事前評価時）

備考
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各評価項目の判定結果
番号 事業課

事業名
（細事業名）

地区名 事業箇所 事業内容

事業費
（億円）

事業期間
事業目標の達

成状況

事業効果の発

現状況
事業実施によ

る環境の変化

上段：実績

下段：当初

上段：実績

下段：当初

○：達成

×：未達成

○：発現

×：未発現

○：影響無

×：影響有

66.2 S55～H25

78.8 S55～H24

6.0 H20～25

6.8 H20～24

8.5 H17～25

7.5 H17～24

あり
・交差点改良
　延長L=0.32km
　幅員W=16.0～20.0m

○ ○ ○ なし なし

事業目標

備考
改善措置
の必要性

同種事業
に反映す
べき事項

3 道路維持課
交通安全対策事業

（交差点改良事業）
一般
いっぱん

県道
けんどう

斉藤
さいとう

羽黒
はぐろ

線
せん

丹羽郡
扶桑町

大字柏森

①交通円滑化
②歩行者等の安全性確保
③危険通学路の解消

事業概要（上段：実績、下段：当初）

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所

評価結果の概要 対応方針（案）の概要

○ ○ ○ なし

1

なし

漁港漁場事業
（漁港区域海岸改良事

業）
赤羽根漁港海岸
あ か ばね　ぎょこうかいがん

田原市
・背後地の侵食の抑止
・前面砂浜の回復

あり2 森林保全課
治山事業

（水源地域整備事業）
北設楽郡
きたしたらぐん

豊根村
とよねむら

下黒川
しもくろかわ

地区
ちく

北設楽郡
豊根村
下黒川
地内

森林の有する土砂災害防止機
能及び水源涵養機能の向上

・治山ダム工　46個
・山腹工　　　0.11ha
・本数調整伐　119.30ha

港湾課

事業内容
今後の事
業評価の
必要性

・離岸堤　N=16基
・根固消波工　L=260ｍ

なし あり○ なし○ ○


